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教 育 研 究 業 績 書 
 
   氏名：善本 眞弓 
                                      学位：修士（家政学） 

 教育上の実績に関する事項 年 月 日 概      要 

 
１ 教育方法の実践例 
・保育理論の理解のための教材を導入した

授業の展開 

 

・コミュニケーションスキルアップのための演

習を取り入れた授業方法 

 

 

・保育実技、指導計画立案の指導 

 

 

 

・ICT(PowerPoint)を活用した発表指導 

 

 

 

・授業外の学習促進のための取り組み 

 保育実技「パネルシアター」指導 

 

 

 

 

・小児病棟における病児とのかかわり（遊び）

についてのボランティア指導 

 

 

・乳児保育所と連携した保育学生の手作り人

形制作•寄贈のための学生指導 

 

 

 

 

・学生研究発表のための指導 

 

 

 

２ 作成した教科書・教材 
【教科書】 

・『幼稚園・保育所実習 指導計画の考え方・

立て方』 

 

・『実習における遊びの援助と展開』 

 

 

平成14年8月

〜現在 

 

平成15年4月

〜現在 

 

 

平成17年4月

〜現在 

 

 

平成 18 年 10

月〜現在 

 

 

平成21年2月

平成22年2月

平成23年2月

平成26年1月

〜現在 

 

平成22年9月

平成23年9月

〜現在 

 

 

平成22年〜 

現在 

 

 

 

 

平成28年２月 

 

 

 

 

 

平成21年5月 

 

 

平成23年5月 

 

 

 
フレーベル、モンテッソーリ、シュタイナー等の保育理論理解のための教材を

用意し、提示および学生が体験する授業内容を展開。（保育指導、保育方法、

保育原理Ⅱ、保育内容総論、保育者論） 

 

乳幼児・同僚・保護者とのかかわりに必要なコミュニケーション力を高めるため

のアクティビティを演習授業内で実施。（保育指導、保育方法、相談援助、保育

相談支援、保育内容総論、子育て支援特論Ⅰ、保育者論） 

 

実習に役立つ保育実技（パネルシアター、エプロンシアター、ペープサート、

パペット（腕人形）、製作、折り紙、手作り玩具など）の制作指導、実演指導を行

い、同時に要点をとらえた実習指導計画の立案についての指導を実施。 

（保育実習（事前）指導、教育実習（事前）指導、保育実習指導Ⅱ） 

 

卒業レポート発表会（YMCA スポーツ専門学校、YMCA 健康福祉専門学校）、

実習報告会（北里大学）、保育実践演習発表会（新渡戸文化短期大学）、課題

研究（東京成徳大学）のための研究発表の手順・方法の指導。 

 

乳幼児の特性を考慮したパネルシアターのボード及び作品の制作、実演につ

いての特別講座を担当。後日、個別に実演指導を行う。 

 

 

 

 

病気の子ども・障害のある子どもに関心をもつ学生に、小児病院外来プレイコ

ーナーにおける遊び支援活動の指導を実施。 

 

 

学生（希望者）が乳児保育所の通う園児に人形を制作し、寄贈するプロジェクト

を実施。学生は特定の一人の子どものための人形を制作する。園児の家庭に

は布団づくりなどの協力を求め、担当保育士から子どもの様子を聴取し、学生

にフィードバックする。学生・子ども・保育士・保護者を間接的に結ぶ取り組み

における学生の指導。 

 

全国保育士養成協議会関東ブロック協議会第29回学生研究発表会（大妻女子

大学）における発表学生の要旨集原稿・発表原稿・PowerPoint作成および発表

のための指導を担当。 

 

 

 

「保育実習指導」「保育計画」「保育課程論」｢保育実習指導Ⅱ｣のテキストとして

使用。「保育内容総論」「教育実習指導」の参考文献として使用。 

 

「保育内容総論」「保育方法」「乳児保育」において参考教材として使用。 

「保育実習指導Ⅱ」のテキストとして使用。 
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・『保育の学びスタートブック』 

 

・『エピソードから楽しく学ぼう保育内容総論』 

 

・『学び続ける保育者をめざす実習の本 保

育所・施設・幼稚園』 

 

・『新版エピソードから楽しく学ぼう保育内容

総論』 

 

・『講義で学ぶ乳児保育』 

 

・『実践例から学びを深める保育内容・領域 

環境指導法』 

 

【教材】 

・教科のレジメ・プリントの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 当該教員の教育上の実績に関 

 する大学等の評価 

・浦和大学こども学部設置委員会による評価 

 

 

 

 

・浦和大学こども学部こども学科設置認可申

請教員資格審査認定 

 

４ その他 
・おもちゃインストラクター養成講座講師 

 

 

 

・専門性スキルアップ講座講師 

 

 

 

 

 

 

・公開セミナー講師 

 

 

・高大連携授業担当 

 

平成24年5月 

 

平成24年7月 

 

平成26年5月 

 

 

平成31年4月 

 

 

令和元年12月 

 

令和3年3月 

 

 

 

平成15年4月

〜現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年9月 

 

 

 

 

平成18年11月 

 

 

平成25年9月 

平成26年6月 

平成27年9月 

平成28年10月 

 

平成26年2月 

 

 

平成27年2月 

 

 

平成26年10月 

 

 

平成2７年1月 

平成28年1月 

 

「基礎ゼミ」、初年度教育の教材として使用。保育についての学びをサポート。 

 

「保育内容総論」のテキストとして使用。 

 

「教育実習指導」「保育実習指導」のテキストとして使用。 

 

 

 

「保育内容総論」のテキストとして使用。 

 

 

「乳児保育Ⅰ」のテキストとして使用。 

 

「子どもと環境」のテキストとして使用。 

 

 

「乳児保育」「保育方法」「保育計画」「保育内容総論」「保育指導」「保育実習指

導」「教育実習指導」「ゼミナール」「保育」「児童文化Ⅰ・Ⅱ」「おもちゃ論」「保育

内容総論」「保育課程論」「保育相談支援」「相談援助」「子育て支援特論Ⅰ」

等、各授業科目において、授業内容に関する資料、ワークシートを作成。 

特に演習科目「保育方法」（和泉短期大学）、「保育」（北里大学）、「保育介護概

論（保育分野）」（新渡戸文化短期大学）、「子育て支援特論Ⅰ」ではテキストを

使用せず、すべての教材を作成し、「読む・聴く・考える・書く・話し合う・発表す

る」ことを重視した書き込み式のワークシートを作成して授業を展開している。 

 

 

 

 
「専任教員予定者として、大学、短期大学における教員経験に加えて、保育

士、幼稚園教諭としての保育、幼児教育経験を有し、保育及び実習等に関す

る研究業績を評価し、教育として本学部における教育上の能力を十分に備え

たものと判断する。」という評価を得る。 

 

教員資格審査において、「教育実習」「教育実習指導」担当教員として認定。 
 

 

 

 

新渡戸文化短期大学の学内において「おもちゃインストラクター養成講座」を

導入し、講師を担当。 

 

 

新渡戸文化短期大学 こども教育研究所・社会人教育実施委員会主催の現職

保育者を対象にした「専門性スキルアップ研修会」において講師を担当。 

テーマ：「乳幼児の自発的な遊びを促す玩具 かんたん楽しい手作り玩具」 

テーマ：乳児保育を新たな視点で「乳児の遊び環境と援助—自発的な遊びと発

達を保障するおもちゃ•保育室•保育者の援助」 

 

新渡戸文化短期大学 新渡戸際・公開セミナーにおいて「玩具の魅力 赤ちゃ

んから高齢者まで」の講師を担当。 

 

・新渡戸文化高等学校・授業科目「生活デザイン」の授業において、子ども・保

育関係の内容を担当。 
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 職務上の実績に関する事項 年 月 日 概      要 

１ 資格 免許 
幼稚園教諭二種免許状 
保母（現：保育士）資格 

幼稚園教諭一種免許状 
幼稚園教諭専修免許状 
おもちゃコンサルタント 

おもちゃコンサルタント・マスター 

 
２ 特許等 
 
３ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 
・保育実習における学生指導 

・教育実習における学生指導 

 

 

・地域子育て支援施設サポーター研修会講

師 

 

 

・小児科における子育て支援講座講師 

 

 

 

 

・大和市乳幼児家庭教育セミナー講師 

 

 

 

 

・不登校児と親のためのサークルスタッフ 

 研修会講師 

 

 

・子育て支援サークル講演会 

 「おもちゃを学ぼう」講師 

 

 

 

・保育所職員研修講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年9月

19日 

 

 

平成 16 年 11

月〜21年1月 

 

 

 

平成17年 

 

6月3日 

6月10日 

 

平成20年 

11月18日 

 

 

平成21年 

6月13日 

 

 

 

平成21年 

4月4日 

平成22年 

２月22日 

３月24日 

平成25年 

8月30日 

 

 

 

 

 

特定非営利法人日本グッド・トイ委員会認定資格 

特定非営利法人日本グッド・トイ委員会認定資格 

 

特になし 

 

 

 

保育所勤務時に短期大学からの実習生の指導を担当。 

幼稚園教諭として短期大学生の教育実習指導を担当。 

 

 

特定非営利活動法人びーのびーの（地域子育て支援施設）のサポーターを対 

象にした「乳幼児と絵本」「子どもと絵本のかかわり」「絵本の読み聴かせ」に関 

する講座を担当。 

 

小児科（横浜市港北区 太尾こどもクリニック）において、家庭で子育てをする

０・１・２歳児の親を対象にした「赤ちゃん講座」（テーマ：赤ちゃんと遊ぼう，赤

ちゃんと絵本のかかわり，読み聞かせ，生活リズム，ほめ方・しかり方，幼稚園

選びと入園準備，手作りおもちゃ、遊びほか）の講師を担当。 

 

「すてき育児 2005 子育てを楽しもう！〜元気なこどもに育てよう！」をテーマ

に、家庭で子育てをする未就園児を持つ母親を対象にした講座を担当。 

「ほめ方・しかり方」講座を担当。 

「生活リズムの大切さ・整え方」講座を担当。 

 

横浜市港南区地域ケアプラザにて、不登校の親のサークル「千の夢」のスタッ

フを対象にした研修会「不登校の子どもとかかわるおもちゃ〜コミュニケーショ

ンおもちゃ」の講師。 

 

横浜市港南区地域ケアプラザにて、子育て支援団体「子育てまち育て塾」の講

演会において、スタッフおよび乳幼児を持つ親を対象に、「発達とおもちゃ」

「おもちゃの選び方」「家庭でのおもちゃの扱い方」「質のよいおもちゃの紹介」

などの講座を担当。 

 

YMCAとつか乳児保育園職員研修講師。 

「低年齢児の保育室のおもちゃと遊び環境」 

 

「０・１・２歳児のおもちゃと遊び pzrt1」 

「０・１・２歳児のおもちゃと遊び part2」 

「０・１・２歳児のおもちゃと遊び，保育室の環境構成と保育士のかかわり」 
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・おもちゃコンサルタント・マスター養成講座 

 講師 

 

 

・おもちゃインストラクター養成講座講師 

 

 

 

・おもちゃコンサルタント養成講座講師 

 

 

 

・日本ベビーサイン協会関東勉強会講師 

 

 

・玩具福祉学会玩具療法士養成セミナー講

師 

 

・おもちゃコンサルタントスキルアップ講座 

 講師 

 

・芸術教育研究所「夏の芸術教育学校」講師 

 

 

 

 

・日本グッド・トイ委員会 グッド・トイ選考 

 運営委員会勉強会講師 

 

・入院児のための活動サークル勉強会講師 

 

 

 

 

・保育所職員・父母の会合同勉強会講師 

 

 

 

 

・横浜市社会福祉協議会 横浜子育てサポ

ートシステム提供・両方会員予定者研修会講

師 

 

・地域子育て支援施設研修会講師 

 

平成26年 

2月25日 

 

平成21年 

〜現在 

 

 

平成21年 

〜現在 

 

 

平成22年〜現

在 

 

 

平成22年 

10月29日 

 

平成22年 

11月20日 

 

平成22年 

11月28日 

 

平成23年7月 

〜現在 

 

 

 

平成24年 

3月25日 

 

平成24年 

6月2日 

 

 

 

平成24年 

11月16日 

平成25年 

11月22日 

 

平成24年7月

〜現在 

 

 

平成25年度〜

現在 

YMCAとつか保育園職員研修講師。 

「保育における玩具と遊び，環境設定と保育者のかかわり」 

 

東京おもちゃ美術館において、おもちゃコンサルタント・マスター養成講座の

「病児とおもちゃ」「おもちゃコンサルタント・マスターとしての活動・病児・地域・

おもちゃ」についての講義を担当。 

 

和泉短期大学，湘北短期大学，上智社会福祉専門学校，新渡戸文化短期大

学、帝京大学等において、学生および社会人を対象におもちゃインストラクタ

ー養成講座の講義と演習を担当。 

 

東京おもちゃ美術館において、おもちゃコンサルタント養成講座の「おもちゃ

リサーチ研究報告」および「グッド・トイ選考」「子どもの発達とおもちゃ」につい

ての講義を担当。 

 

ベビーサイン講師を対象に、女性と仕事の未来館（港区）にて、「パネルシアタ

ー」についての講義と製作・実演指導を担当。 

 

第3回玩具療法士養成セミナー（子どもの城）において「病院内のこどものおも

ちゃと遊び」について講義を担当。 

 

東京おもちゃ美術館にて「病児の遊びとおもちゃ」の講座を担当。 

 

 

中野サンプラザにおいて、現職の幼稚園教諭・保育所保育士を対象にした保

育の場で実践できる「0・1・2 歳のパネルシアター」「子どもとつくるパネルシア

ター」「保育で楽しむパネルシアター〜制作とさまざまな活用法を学ぶ〜」1 日

講座（講義と製作・実演指導）を担当。 

 

東京おもちゃ美術館にて「ままごとの道具と遊び」についての講義を担当。 

 

 

東邦大学医療センター大森病院・ひだまりの会（ボランティアサークル）スタッ

フおよび患児の保護者、看護学生、保育関係者を対象に「病児の遊びとかか

わりの留意点」「家庭におけるおもちゃの選び方・扱い方」についての講義を

担当。 

 

東邦大学医学部付属東邦大学保育園にて、「0歳から就学前までの子どもの発

達と遊び〜遊びを支える玩具」についての講義とワークショップを担当。 

 

 

 

横浜市社会福祉協議会が主催する、地域の子育て支援制度の預かりおよび

預ける方を対象とした講座の「発達と生活〜年齢による生活習慣について」、０

歳から就学前乳幼児の発達と生活習慣、関わり方などの講義を担当。 

 

横浜市神奈川区の地域子育て支援の広場「すくすくらんど」「ひだまり」などの

子育て支援者を対象にした研修会にて「０・１・２歳児の子育て支援・子育ち支 



                                             - 5 -                                 
 

 

 

 

・「春の芸術教育学校・アートフォーラム」分

科会助言者 

 

 

・「グッド・トイ 2015inひろさき」研修会講師 

 

 

・グッド・トイカフェ講師 

 

 

・学童保育スタッフ研修講師 

 

 

・WOMAN IN TOYS勉強会講師 

 

 

・芸術教育研究所「夏の芸術教育学校」講師 

 

 

・二葉保育園・白幡保育園 福祉会研修会 

 講師 
 

・「グッド・トイ 2016inひろさき」研修会講師 

 

・福島県飯館村子育て支援センターすくすく 

 イベント講師 

 

社会における活動 
【病児・障害をもつ子どもと家族の支援活動】 

・国立成育医療センター「おもちゃライブラリ

ー」病児の遊び支援活動 

 

・神奈川県立こども医療センター「おもちゃ

の広場」病児と家族の遊び支援活動 

 

 

 

【地域子育て支援活動】 

・地域子育てサロン「おもちゃの広場」 

 

 

 

「赤ちゃん木育広場」「木育寺子屋」を開催 
 
 

 

 

 

平成27年2月

平成28年2月 

平成29年2月 

 

平成 27 年 11

月 

 

平成28年1月 

 

 

平成28年3月 

 

 

平成28年7月 

 

 

平成28年8月 

 

 

平成 28 年 10

月 

 

平成 28 年 11

月 

平成29年2月 

 

 

 

平成18年7月

〜20年3月 

 

 

 

平成19年8月

〜現在 

 
 
 
 
平成20年5月

〜現在 

 

 

 

 

 

援」「子育て広場における子育て支援〜子育て支援者に求められること」など、

乳幼児の発達、現代の子育て状況、支援についてなどの講義を担当。 

 

現職の幼稚園教諭・保育所保育・地域子育て支援者を対象にした、芸術教育

研究所主催の「春の芸術教育学校・アートフォーラム」（１年間の表現活動を振

り返り、豊かな保育をめざす）分科会（実践から学ぶ乳幼児の表現活動報告）

おもちゃ分野の助言者を担当。 

 

青森グッド・トイ委員会主催の研修会「グッド・トイを学ぼう〜多様なおもちゃの

活用法〜」の講師を担当（青森県弘前市ヒロロにて）。 

 

岐阜県・岐阜産業会館における「クラシド2016」において、演題「グッド・トイとは

何？〜おもちゃの選び方・遊び方」について講演。 

 

YMCA とつか学童クラブの学童指導員を対象に、学童の遊び〜環境構成・玩

具と援助についての研修講師を務める。 

 

 

「子どもの発達とおもちゃとのかかわり−発達と自発的な遊びを保障するおもち

ゃの魅力」をテーマに講師を務める。 
 

中野サンプラザにおいて、現職の幼稚園教諭・保育所保育士を対象にした芸

術教育研究所主催の「見直そう！保育の環境づくり」を担当。 

 

「保育の質を考える〜子どもたちの豊かな遊びと生活を保障する環境構成と保

育者の援助〜」をテーマに講師を務める 

 

青森グッド・トイ委員会主催の研修会「子どもの発達とおもちゃ・遊び−発達を

支えるおもちゃの力−」の講師を担当（青森県弘前市ヒロロにて）。 

 

「すくすく子育ち・楽しく子育て〜発達と遊びと無理のないかかわり」をテーマ

に講師を担当。 

 

 

 

病児と親の遊び支援をマンツーマンで行う。 

（定期的な医師とのカンファレンスあり） 

 

 

外来プレイコーナーおよび病棟プレイコーナーに質のよいおもちゃを持ち込

んで「おもちゃの広場」（月各１回）を開催し、病児と家族の遊び支援活動を実

施。入院児のベッドサイドで個別の遊び支援を行うこともある。 

（平成21年３月〜活動グループ副代表） 

（平成21年４月〜院内のボランティアニュースにおもちゃの紹介記事を執筆） 

 

 

湘南とつかYMCA（横浜市戸塚区）において、年間４〜５回、地域の０歳か

ら３歳までの未就園児と親を対象に、質のよいおもちゃを提供した集いの

広場を開催。 

親子の遊びの場、親の仲間作りの場、子育て相談の場を設定。 

（平成23・24年度は月１回程度開催） 

０歳児を対象にした国産木材を使用した木製玩具のみを提供する「赤ちゃん

木育広場」、０歳児を育てる親を対象に「木育」についてわかりやすく説明する

「木育寺子屋」の講師を担当。 
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・「おもちゃで遊ぼう親子の広場」企画・開催 

 

 

 

・「さわって遊ぼうおもちゃの広場」開催 
 

 

平成20年5月

18日 

 

 

平成21年6月

20日 

 

 

湘南とつかＹＭＣＡ（横浜市戸塚区）アリーナにおいて、地域の乳幼児から小

学生とその家族を対象にしたおもちゃを用いた遊びの場を提供する「親子の

広場」を企画・開催。 

 

横浜市港南区港南台第二保育園にて、地域の０歳から３歳までの未就園児

と親を対象にしたおもちゃにふれて親子で遊ぶ集いの広場を開催。 
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著書･学術論文等の名称 単著･共

著の別 
発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌又は 
発表学会等の名称 概    要 

（著書） 
１『幼稚園・保育所実習 指導

計画の考え方・立て方』 

（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２『実習における遊びの援助と

展開』（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３『保育の学びスタートブッ

ク』（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年 

 5月20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年 

5月11日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年5月

17日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
萌文書林 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
萌文書林 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
萌文書林 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
執筆者：久富陽子,梅田優子,小櫃智子, 

        善本眞弓,飯塚朝子 

執筆担当箇所： 

pp.49‐64 PART２第２章「２．保育所（異年齢児

保育）での指導案を例に」 

pp.98‐114 PART３第２章「5.ペープサート」「6.

パネルシアター」「7.エプロンシアター」「8.表現

遊び―スタンピング」 

pp.163‐195 PART３第４章「【保育所実習】 

全日（責任）実習の指導案の実例と検討」 

概要：改訂幼稚園教育要領・保育所保育指針

の内容を踏まえ、幼稚園・保育所の実習にお

ける指導計画の考え方・立て方について解説

した。 

 保育所の異年齢保育の指導案・全日（責任）

実習指導案・部分実習指導案の立案について、

実例と修正例を提示し丁寧に解説した。 

 
執筆者：久富陽子,小櫃智子,善本眞弓 

執筆担当箇所：Practice実践 

pp.53‐64「４粘土」、pp.65‐76「５積み木」、 

pp.77‐88「６ブロック」、pp.125‐136「10 ままご

と」、pp.137‐148「11水遊び」、pp.149‐160「12自

然とのかかわり」 

概要：幼稚園・保育所など保育の場で展開さ

れる子どもの自由な遊び12種類を取り上げ、

援助のポイント・事例・遊びの読み取り・実

習生の具体的な援助などについて解説した。 

 各遊びについて全体的な「援助のポイント」

「Ｑ＆Ａ」について解説し、低年齢児・３歳

児・４歳児・５歳児の具体的事例をあげ、遊

びの見方や援助について解説しチェックポイ

ントをまとめた。 

 
執筆者：久富陽子,善本眞弓,片川智子, 

       金瑛珠,坪井瞳，大村あかね 

執筆担当箇所： 

PART１おさえたい！保育の基本 

p.8子ども 

p.9 topic子どもと楽しむ保育実技① 

PART２知りたい！保育の実際 

pp.40‐41幼稚園・保育所の一年 

p.43 topic子どもと楽しむ保育実技② 

pp.44‐45幼稚園・保育所の行事・記念日 

pp.52‐53行事の展開 

pp.54‐55 topic季節ごとのテーマ・風物詩 

pp.56‐59保育の表現技術 

PART４身につけたい!生活と仕事のマナー 

pp.100‐101食事と睡眠の自己管理 

pp.102‐104実習での見出しなみ 

pp.105‐107声の大きさと話し方 

pp.108‐110立ち居振る舞い 

pp.111‐113電話のかけ方 
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４『親から頼りにされる保育者

の子育ち支援‐気になる子も，

気になる親も一緒に保育‐』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５『エピソードから楽しく学ぼ

う保育内容総論』（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６『学び続ける保育者をめざす

実習の本』（再掲） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年7月

20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年 3月

25日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年5月

29日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黎明書房 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創成社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萌文書林 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

pp.114‐115topic敬語 

pp．120‐125履歴書の書き方 

概要：保育者養成校入学予定者の自己学習及

び新入生ガイダンス等で学んでおきたい保育

の基本、幼稚園・保育所の理解・授業の受け

方、保育学生としてのマナーなどを解説し、

書き込み式ワークシートを作成した。 

 

 

執筆者：太田和洋,安梅勅江,津村薫, 

     竹外志保子, 前田泰弘,星順子, 

   善本眞弓,木原有紀 

執筆担当箇所： 

pp.73‐83第３章子育ち支援，親支援の実践術 

２ 子育てひろばの子育ち支援・親支援 
①子育てひろばの“気になる子，気になる親” 

②気になる親への理解と支援のアプローチ 

概要：子育て広場に参加する親子への支援者

の関わり方について解説する。 

「子どもを見ない・子どもと遊ばない親」「関わり

にくい雰囲気の親」「子どもの発達や子育てに

不安をもつ親」「ルールを守らない親」「子ども

に手をあげる・激しく叱る親」「子どもに手をかけ

過ぎる親」の６種の具体的事例をあげ、支援者

が親を理解するための考え方・受け止め方、支

援者から親または子どもへのアプローチの仕

方を解説している。 

 

執筆者：福崎淳子、山本恵子、及川留美、 

    善本眞弓、寒河江芳枝、伊勢玲奈 

執筆担当箇所および概要： 

pp.19‐48「第２章 保育内容の歴史的変遷に

ついて学ぼう」 

概要：わが国の幼稚園・保育所の創始（明治

時代）から現在までの保育内容の変遷（幼稚

園保育及設備規程、保育要領、幼稚園教育要

領、保育所保育指針）について、時代背景や

その時代の思想などを含めて解説している。 

pp.85‐116「第４章 保育内容における遊びの

意義について考えてみよう」 

概要：幼稚園教育要領における遊び、保育所

保育指針における遊びの考え方、遊びの必要

性、各種遊び論について解説した。続いて、

保育における一斉保育における遊び、自由な

遊びと保育者の援助などについてエピソード

をあげて解説し、最後に遊びの場面で保育者

に求められることについてまとめた。 

 

執筆者：久富陽子，善本眞弓，五十嵐裕子，

堀科 

執筆担当箇所： 

第1部 実習の前に 

pp.6‐12 「２実習で出会う子どもたち」 

概要：0歳から18歳までの心身の発達について

まとめた。また、発達障害など特別な支援が必

要な子ども、外国人の子どもについて解説し

た。 

pp.13‐17  「３実習に必要な心構え」 

概要：実習園や施設が求める実習生について

解説した。 
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７『乳児保育 子どもたちの四

季』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８『新版エピソードから楽しく

学ぼう保育内容総論』（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９『講義で学ぶ乳児保育』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年4月 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学図書出版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
創成社 
 
 
 
 
 
 
 
わかば社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

pp.18‐19  「４実習先について知る・保育所」 

概要：保育所の実習で学びたいことについて解

説した。 

第２部 実習の進め方  ２実習中に 

pp.49‐5５ 「指導計画」（指導案） 

概要：指導計画の作成・作成前の注意事項・作

成の手順・考え方・書き方について解説した。 

pp.56‐57 「実習中に困った！」 

概要：遅刻、体調不良、子どものケガやかかわ

りなど、実習中の困難について解説した。 

pp.58 「実習生が気をつけること」 

概要：守秘義務・個人情報の保護等、実習中の

注意事項について解説した。 

付録 

pp.72-81 「実習に生かせる楽しい保育実技」 

概要：幼稚園・保育所実習ですぐに行える自己

紹介、手遊び、表現遊びの実例を紹介した。 

pp.82‐90 弾ける！超かんたん楽譜集 

概要：保育の場で歌われる曲のピアノ伴奏を

初心者向けに編曲して紹介した。 

 
執筆者：星順子，片川智子，善本眞弓， 

水枝谷奈央，大下純，土屋由，岩橋ゆう

子 

執筆担当箇所および概要： 

pp.18-29「第４章 ０歳児クラスの春 第３節この

時期の発達の特徴と関わりのポイント，第４節さ

さらに学びを深めるために」 

pp.18-29「第５章 ０歳児クラスの夏 第３節この

時期の発達の特徴と関わりのポイント，第４節さ

さらに学びを深めるために」 

０歳児クラスの春・夏の時期の子どもの発達の

特徴と保育者の援助、保育環境、生活習慣、遊

び等についての要点を挙げて解説した。 

 
執筆者：福崎淳子、及川留美、善本眞弓、 

    今井康晴、梶原里美、金瑛珠、 

山路千華 

執筆担当箇所： 

pp.21‐52「第２章 保育内容の歴史的変遷に

ついて学ぼう」 

pp.81‐112「第４章 保育内容における遊びの

意義について学ぼう」 

 
執筆者：小山朝子、善本眞弓、亀崎美沙子 

執筆担当箇所および概要： 

pp.82‐101「乳児の生活の基本」 

0・1・2 歳児の食事、睡眠と休息、排泄、着脱、

清潔についての発達及びに発達に即した保育

者の援助について解説した。 

pp.102‐115「乳児の遊び」 

具体的な遊びの姿を紹介しながら発達及び保

育者の援助について解説し、具対的な玩具に

ついて表を作成し、わかりやすく提示した。 
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10『演習で学ぶ乳児保育』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11『エピソードから楽しく学ぼ

う人間関係』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12『実践例から学びを深める保

育内容・領域 環境指導法』 

 
 
 
 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

令和2年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年3月 

 

 

 
 
 
わかば社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
創成社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わかば社 
 
 
 

pp.116‐123「乳児保育の環境構成」 

0・1・2 歳児の保育室の環境構成と配慮につい

て、環境構成図を用いて具対的に解説した。 

 
編者：善本眞弓 

執筆者：善本眞弓、小山朝子、亀崎美沙子 

執筆担当箇所および概要： 

pp.14‐19「乳児保育の意義」 

乳児保育の意義、基本的事項、保育者の姿勢、

保育の考え方等について解説した。 

pp.20‐35「0〜3歳までの発育・発達」 

各年齢のおおよその発達の目安を示し、保育

者の援助、保育要点について解説した。 

pp.50‐59「排泄の援助と環境」 

おむつ交換から排泄の自立に向かう時期の発

達と必要な援助について解説する。 

pp.60‐67「睡眠・休息の援助と環境」 

睡眠に関する発達と援助について解説した。 

pp.98‐105「乳児（０歳児）の保育内容と遊び」 

0 歳児の発育・発達に即した保育内容と遊びに

ついて解説した。 

pp.106‐113「1歳以上3歳未満児の保育内容」 

1・２歳児の発育・発達に即した保育内容につい

て解説した。 

pp.114‐119「1歳以上3歳未満児の遊び」 

1・２歳児の発育・発達に即した遊びについて解

説した。 

 

執筆者：及川留美、善本眞弓、西井宏之 

    柳瀬洋 

執筆担当箇所および概要： 

pp.35‐67「第３章 0・1・２歳児の人間関係の育ち

と保育」保育所保育指針を中心に3歳未満児の

人間関係の育ちに関わる専門的事項及び発達

に即した事例を紹介しながら人間関係の育ちと

保育について解説した。 

pp.69‐79「第４章歳児の人間関係の育ちと保育

第１節 自己の育ちと人間関係の発達」 

３歳以上児の自己の育ちと人との関わりに関す

る発達を年齢別にエピソードを紹介しながら解

説した。 

 

執筆者：小櫃智子,小山朝子，善本眞弓, 

        相樂真樹子，北澤明子，福田篤子 

執筆担当箇所および概要： 

pp.48-59「第１章 ものとのかかわりの実践 

     について学ぼう」 

pp.94-103「第４章 標識・文字とのかかわり 

の実践について学ぼう」 

領域「環境」の該当箇所の解説、保育の展開
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と指導法についての解説、各項目の実践事例

をあげて説明した。 

（学術論文） 
１「乳児を持つ親への子育て支

援プログラムの構築-乳児健診

の『子育て相談』と連携した『子

育て講座』の提案 
 

 

 

 

 

 

 

 

２「家庭における低年齢児のお

もちゃ-親の玩具意識と現状」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３「保育学生の社会的スキル-

保育学生の特徴と保育者養成

に求められる教育」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４「おもちゃを活用した子育て

 
単著 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 
 

 
平成19年3月

15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年3月

15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年3月

15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年3月

15日 

 
和泉短期大学研究紀要 

第27号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泉短期大学研究紀要 

第28号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜女子短期大学研究紀

要 第29号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泉短期大学研究紀要 

 
pp.35-43 

小児科で行う乳児健康診査時の「子育て相談」

における、生後13ヶ月未満の子どもを持つ親

の相談事項等を分析した。 

その結果、親の半数以上が何らかの不安を持

っていることが明らかになった。不安の内容

を以下の４つの項目、乳児の「成長・疾病」

「運動・発達」「心理・行動」などの生活習慣、

親の日常的な子どもへのかかわり「育児方法」

に分類し、これらを組み込んだ、乳児健診と

連携した「子育て講座」の実践的なプログラ

ムを提案した。 

 

pp.9-20 

0・1・2 歳児を持つ親を対象に、親のおもち

ゃに関する意識、および家庭にあるおもちゃ

を素材別に調査し、家庭における低年齢児の

おもちゃ環境について分析した。その結果、

ほぼ全家庭にプラスチック製のおもちゃがあ

ったが、安全性を重視する親はほぼ半数で、

おもちゃの知識・本質的な理解に乏しいこと

が確認された。保育の場・子育て支援の場に

おいて、親にも質のよいおもちゃに触れる機

会を提供し、理解や積極的な選択を可能にす

る機会を提供する必要性を述べた。 

 

pp.27-38 

善本孝、善本眞弓 

保育者養成課程在籍の短期大学生を対象に社

会的スキルに関する質問紙調査を実施し、非

保育学生との比較から、保育者養成に求めら

れる社会的スキルについて 

検討した。表面的・基本的スキルを身につけ

ているものは多いが、逆行への抵抗力、積極

性・自己主張性、課題達成などのスキルに弱

さが見られた。学生の社会的スキルの認識を

高め、自己主張・課題解決能力の向上を視野

に入れた授業の展開が求められることを明ら

かにした。 

 

pp.63-72 

おもちゃに重点をおいた子育て支援活動「お
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支援−『おもちゃの広場』の独

自性」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５「通院児への遊び環境の提供

-外来『おもちゃの広場』の有

用性」 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
６．「教育実習（幼稚園）におけ

る効果的な実習指導のあり方Ⅰ

-事前指導の内容と巡回指導に

対する学生の要望-」 

 
 
 
 
 
 
 
 
７．「教育実習評価票の分析-幼

稚園教諭養成課程を持つ大学

が学生に期待する『実習におけ

る学び』とは何か-」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.「保育内容・領域『環境』のとら

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成22年3月 

15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年 

12月22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年 

３月12日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

子ども学部紀

第29号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泉短期大学研究紀要 

第30号 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
東京成徳大学子ども学部紀

要第７号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東京成徳大学子ども学部 

紀要第9号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東京成徳大学子ども学部 

もちゃの広場」の開催者に聞き取り調査を実

施した。 

「おもちゃの広場」の独自性は、よいおもち

ゃの提供とおもちゃに関する専門性を持つス

タッフがいることである。また、参加者がお

もちゃや遊びの楽しさを感じ、おもちゃや遊

びの重要性に気づく場になっていること、（最

近希薄であるとされる）親と子のかかわりを

サポートできる場になっていることが検証さ

れた。 

 

pp.41-49 

長期的な通院を必要とする子どもが通う病院

の外来プレイコーナーで開催される「おもち

ゃの広場」の有用性を検討した。その結果、

子どもが質のよいおもちゃにふれる機会、家

族やそれ以外の他者とかかわる機会、不安や

緊張が軽減する場になっていることが確認さ

れた。家族自身のおもちゃへの関心、待ち時

間の苦痛の軽減なども確認され、通院児と家

族に遊び環境（場・人・もの）を提供するこ

とは有用であることが認められた。 

 
pp.49-59 

善本眞弓,山路千華, 野田日出子 

幼稚園教諭養成課程で学ぶ幼稚園教育実習を

終了した学生に、事前指導、実習中の教員によ

る巡回指導についての質問紙調査を実施し

た。事前に指導として「教材研究・開発」「日誌

の書き方」「指導案の書き方」「模擬保育」があ

げられ、それらが連動した授業内容の構築の

必要性があること、さらに、実習中の巡回指導

については巡回を担当する教員に巡回の意義

を伝え意識の向上を図る必要があることが明ら

かになった。 

 

pp.15-22 

坪井瞳，善本眞弓,山路千華 

幼稚園教諭養成課程をもつ４年制大学 10 校の

教育実習（幼稚園）評価票の項目を分類・検討

した。「資質」「実践の基礎能力」「子ども・発達

理解」「しどいう計画の立案」の４カテゴリーが生

成され、各養成校の特徴は「資質重視型」「子ど

も・発達理解型」「計画立案・実践力重視型」「バ

ランス型」に分類された。養成校における授業

や実習指導のみでは涵養されない「私的領域」

に関する事項も評価内容には含まれている。

各項目の評価内容の比重は各養成校の特色で

もあり、教育内容や養成したい教諭像の異なり

でもある。 

 

pp.61-72 

善本眞弓,小山朝子 
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え方-保育所の計画をもとに」 

 

 

 

 

 

要第9号 

 

 

 

 

紀要第9号 
 
 
 
 
 

保育所における全体的な計画、年間指導計画

から保育所保育指針に示された領域「環境」の

内容「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を照合して考察した。指針に基づき１歳以上３

歳未満児では６項目、3 歳以上児は１２項目とし

て照合した結果、１歳以上３歳未満児の計画に

は「近隣の人や保育所以外の人との触れ合い

や交流、地域文化に触れる内容」が希薄であ

り、３歳以上児においては「身近な物等の比較・

試行・工夫」「情報・施設」「（保育所以外の）行事

と国旗への親しみ」についての記載が少ない

結果であった。全体的に自然に関するもの、季

節感や動植物など、比較的わかりやすい内容

が盛り込まれやすく、主体的で対話的で深い学

びにつながる見えにくい内容について取り上

げることが難しいことが推察された。 

（その他） 
【口頭発表】 

１「保育者としての男性への子

どもからのかかわり」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「男性保育者への期待 −同

一園内における期待の『一致』

と『ずれ』」 
 

 

 

 

 

 

 

３「乳児を持つ親の子育て不安

-乳児健診における発達相談の

内容分析」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポスター発表】 
４「男子保育学生の実習・就職

 
 
単独 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
共同 

 
 
平成17年5月

21日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年5月

20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年5月

19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
日本保育学会第58回大会 

（大妻女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第59回大会 

（浅井学園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第60回大会 

（十文字学園女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
保育所の男性保育者に対する子どもからのか

かわりについて、園長・男女の保育士に聞き

取り調査を実施し、スクリプトを作成し分析

した。子どもからのかかわりは、激しさ・強

さを伴うかかわり、密着したスキンシップ、

身体的特徴への注目の「身体的」なかかわり

と、友だち意識・ライバル意識、父性的意識、

性差を意識した態度の「精神的」なかかわり

にぶんるいされる。子どもは男性らしさだけ

を求めるのではなく、多面的なかかわりを求

めていることが明らかになった。 

 

同一保育所に勤務する園長・男女保育者に聞

き取り調査を実施し、三者間の男性の保育者

に対する期待の一致について考察した。 

園長と男性の保育者の期待はほぼ一致し、保

育実践の質が高まっていることが推察され

た。一方、男女の保育者の一致度はやや低く、

男性の保育者の増加・定着には男女の保育者

の意識の「ずれ」を解消する努力が必要であ

ることが明らかになった。 

 

小児科の乳幼児健診を受診した満 13 ヶ月未

満の親の発達相談記録を集計・分析し、15年

前の調査結果と比較・検討した。 

相談内容について、15年前と比較して、子ど

もの性的問題（アレルギー系の心配等）や運

動の発達（寝返り・おすわり・はいはい等）

について不安や心配を持つ親が増加してお

り、特に生後９ヶ月児までの親にその傾向が

顕著であることが明らかになった。子育て講

座の開催、子育て支援施設の参加勧奨などを

提唱した。 
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に関する研究Ⅰ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５「男子保育学生の実習・就職

に関する研究Ⅱ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６「男子保育学生の実習・就職

に関する研究Ⅲ−男子保育学生

はいかに保育職を目指してい

くのか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

７「小児科における子育て講座

の意義-乳児健診と連携した単

独講座と連続講座」 

 

 

 

 

 

 

 

 

８「おもちゃを通じた病児支援

-通院児への遊び環境の提供の

意義」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

平成17年5月

21日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年5月

21日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年5月

19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年5月

18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年5月

17日 

 

 

 

日本保育学会第58回大会 

（大妻女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第59回大会 

（浅井学園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会 

第60回大会 

（十文字学園女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第61回大会 

（名古屋市立大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第62回大会 

（千葉大学） 

 

 

 

 

高橋利子、善本眞弓 

保育者養成課程で学ぶ男子学生に対する保育

現場受け入れについて、男女保育学生の保育

所実習における評価を比較・分析した。その

結果、男女学生間の「子どもとの関係」「実践

上の方法技術」「全体的な実習態度」「総合評

価」について顕著な差は認められなかった。

しかし「保育目標の理解」「保育計画の立案」

「保育記録の記述（実習日誌）」など「書く」

ことに関する面が男子学生に不足しているこ

とが明らかになった。 

 

尾上佳代、善本眞弓 

男子保育学生の実習受け入れについて、第１

回保育所実習終了後の学生に質問し調査を実

施した。 

実習園の男性用設備は不十分であったが、実

習内容及び０歳児クラスへの配属に男女差は

見られなかった。力仕事、ダイナミックな遊

び、運動遊び等については、男子の方が園か

らの期待を感じており、５歳児クラスへの配

属は男子が２割上回っていた。しかし、男子

の採用・実習受け入れに難色を示す園が理由

としてあげる「男性用設備の不備」「モデルと

なる男性保育者の不在」は、男子学生にとっ

ての「困難」ではないことが明らかになった。 

 

尾上佳代、善本眞弓 

保育者養成課程で学ぶ学生を対象に、入学時

と第一回保育所実習終了時点の進路希望、保

育職に関する不安について質問紙調査を実施

した。男子学生の５割が入学時に「子どもが

好き」という理由で希望進路に保育所をあげ

ていたが、実習経験を経て、自らの適性や経

済面（低い収入）への不安、他職種への興味

をあげ、実習終了後には３割弱に減少するこ

とが明らかになった。 

 

小児科で実施した子育て講座（低年齢児対象）

について、単独講座（テーマ選択型）と、連

続講座（０歳児対象）の参加者の意識を、終

了後の質問紙から分析した。単独講座はテー

マ選択参加であるため、疑問や困難を抱えて

参加が多いので個別の困難等への対応に有効

である。０歳児対象の連続講座には、生後１

年までの全般的な子育てに関する不安のサポ

ート、メンバー相互の交流（子育ての仲間作

り）をサポートする意義が見いだされた。 

 

小児病院における通院児と家族を対象にした

おもちゃと遊びのサポート活動「おもちゃの

広場」について、子どもの様子・家族の様子

などの活動記録を分析した。 

「おもちゃの広場」は病気や障がいのある子

どもや家族にとって、多様なおもちゃ遊びに
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９「２歳児と自分の人形−保育

学生の手作り人形から派生す

る関係性」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０「低年齢児のあそび環境‐

保育園児が自分の人形を所有

することの意義‐」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１「低年齢児の遊び環境２‐

子どもと自分の人形とのかか

わりに着目して‐」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２「保育学生の玩具について

の認識-幼少時の玩具体験から

-」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３「保育者養成における『木

育』の実践が保育学生に及ぼす

影響—保育に役立つ『箱椅子』 

づくりを通して—」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年5月

23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年5月

22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年5月

5日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年5月

11日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年5月

18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第63回大会 

（松山東雲女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第64回大会 

（玉川大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第65回大会 

（東京家政大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第66回大会 

（中村学園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第67回大会 

（城南学園・大阪総合保育

大学 

 

 

 

 

ふれる機会、病状や発達に合ったおもちゃで

遊ぶ機会、家族以外の他者とかかわる機会に

なっていることが明らかになった。地域活動

等に参加しにくい親にとっても、安心できる

遊びの場になっている等の意見が見いだされ

た。 

 

保育学生が保育所の２歳児にひとり一体の人

形を製作した。その過程における学生の意識

の変化を検証した。保育学生は子どもが自分

の人形を持つことに肯定的で、製作過程にお

いて人形に対する愛着を抱き、子どもと人形

の関係性への期待、保護者への期待を持つな

ど、プラスの変化が確認された。学生自身が

人形と実体的関係を築き、子どもと人形の関

係性への期待を持ち、実習以外の機会に子ど

もや保護者への思いを巡らし、想像的関係性

を持つことが明らかになった。 

 

保育所に通う２歳児が自分の人形を持つ保育

環境について、保護者と保育者の視点から考

察した。 

保護者は子どもと人形の関わりから、子ども

の認知の発達や情緒の安定への変化を感じて

いる。保育者は子どもの遊びや行動の変化を

認識し、情緒の安定につながっていることを

認めている。保護者及び保育者は共に子ども

が自分の人形を持つ保育環境を肯定的に評価

していることが明らかになった。 

 

保育所の１・2 歳児と自分の人形とのかかわ

りについて、保育者及び保護者への質問紙調

査、保育者への聞き取り調査を実施した。人

形の世話遊びが顕著に確認され、大人の模倣

や生活の再現がなされ、かわいがられる存在

からかわいがる存在への契機になっているこ

と、人形が入眠時の安心材料になっているこ

と、人形が家庭と園とのつながり・移行を円

滑にする仲介的役割を担っていることが明ら

かになった。 

 

保育学生の幼少期の玩具・遊び体験・遊び観・

玩具について質問紙調査を行った。玩具の質

や量を重視し、電子ゲームを幼児に与えるこ

とには否定的である。しかし、知識不足から

か、自分が子どもの玩具を選択したいという

意欲は低い。玩具に好感をもち、保育に導入

したい、玩具の知識を得たいという意欲は高

いので、養成課程において玩具体験・玩具に

ついての学習の機会を設ける必要があること

を述べた。 

 

保育学生が「木育」活動として幼児用の杉の

椅子作りを体験した。事後の振り返りシート

の分析と聞き取り調査を行った。①制作の楽

しさと木への知識•関心の高まり、②作品への

愛着と次への意欲、③仲間との助け合いやコ

ミュニケーション、④目の前にいない子ども
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１４「保育者の専門性教育が保

育学生の意識に及ぼす影響―

保育者養成プログラムの構築

へ向けて―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５「保育者養成における『木

育』の実践が保育学生に及ぼす

影響Ⅱ—『箱椅子』づくり•２年

目に生まれた保育者としての

資質—」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６「保育者養成校の学生にお

ける『保育者の専門性』獲得の

構成要素」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７「おもちゃを活用した保育

所の子育て支援」 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年5月

18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年5月

10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年5月

10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第67回大会 

（城南学園・大阪総合保育

大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第68回大会 

（椙山女学園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第68回大会 

（椙山女学園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保育学会第69回大会 

（東京学芸大学） 

 
 
 
 
 
 

への思い，安全への配慮，実習への意欲など

が確認され、保育学生が木育活動を行うこと

の効果が明らかになった。 

 

伊澤永修、永房典之、川村祥子、尾崎博美、

善本眞弓、山路千華 

保育者の専門性について保育学生３学年を対

象に質問紙調査を実施した。「実習経験のない

1年生は「子どもの身体•健康の知識」をあげ

ているが実習経験を経た２年生以降は上位項

目ではなくなっている。「観察力」「共感力」

を重視する傾向は実習の前後で（経験によっ

て）変化しない。実習園の保育内容の影響を

受け、運動やピアノ、歌などの「保育技能」

については実習後に顕著に増加している。 

 

前年度に幼児用木製箱椅子制作を体験した保

育学生が、新規作成者のサポートをする「木

育」の継続的実践の効果を、振り返りシート、

質問紙調査の結果から検討した。昨年経験者

は、制作者の視点ではなく、後輩を見守る•

支える•教えるなどの援助者としての立場を

意識していた。さらに、将来、子どもと一緒

に活動することを想定して、指導のポイント、

働きかけの仕方、安全面の援助、環境への配

慮ついて学んでいることが明らかになり、保

育者としての資質の育成に有効であったこと

が確認された。 

 

汐見和恵、尾崎博美、伊澤永修、永房典之、 

善本眞弓、山路千華 

「保育の専門性」について、保育学生•3年生

への面接調査と質問紙調査を実施した。実習

経験を経て、「遊び力」「発達の知識」「文章力」

「子ども•家庭への援助方法」等、実践的な内

容が挙げられた。３年間の授業•学生生活から

は、「子ども理解」「コミュニケーション力」

「広い視野」「子ども•保護者への姿勢」「観察

力」「想像力」「人としての豊かさ」など、人

間理解や自己の豊かさなどの抽象的な回答が

見られた。知識•技術の習得を前提とした豊か

な感受性や人間関係を育む機会、人としての

育ちや自尊感情を高める経験など、今後の学

生生活や授業、体験プログラムの構築に必要

な要素が確認された。 

 

 

 

 

保育所における地域子育て支援活動における

「ひろば」の活動の有用性を、保育所関係者、

外部支援者への聞き取り調査を行い検証し

た。その結果、地域の親子への意義だけでな

く、保育所の園児、保育士にとって多様な人

とのかかわり、発達に即した玩具で遊べる、

玩具選択の機会になる等の利点があることを

確認した。 

 

保育者養成校における保育実習Ⅱ（保育所実
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１８実習における事前学習「保

育教材作成の効果」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９「幼稚園実習における効果

的な実習指導のあり方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０「幼稚園実習における効果

的な実習指導のあり方Ⅱ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１「養成校の実習指導に対す

る保育所からの期待-巡回指導

を中心に-」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２「幼稚園実習における効果

的な実習指導のあり方Ⅲ」 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

平成29年 

5月20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年 

5月20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年 

5月12日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年 

3月2日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 

５月５日 

 

 

 
日本保育学会第70回大会 

（川崎医療福祉大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本保育学会 

第70回大会 

（川崎医療福祉大学） 

 
 
 
 
 
 
 
日本保育学会第71回大会 

（宮城学院女子大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本保育者養成教育学会 

第3回 

研究大会 

（東北福祉大学） 
 
 
 
 
 
 
 
日本保育学会 

第72回大会 

（大妻女子大学） 

 
 

習）の事前学習として保育教材を作成した保育

学生の意識についてリアクションペーパーから

分析した。ペープサート作成学生は８割以上、

パネルシアター作成学生は全員が作品に満足

していた。実習園の事情や対象年齢等の関係

により使用できなかった学生についても、次期

の幼稚園実習で使用したい、将来使える、など

作成したことについての否定的な意見は全く見

られず、作成により実習へのモチベーションが

高まった、不安が軽減した、将来への希望など

が見出せた。実習前の保育教材の作成は学生

にとって意味のあるものになっていることが確

認された。 

 

野田日出子、善本眞弓、山路千華 
保育者養成課程で学ぶ学生が、事前指導での

学びや、実習中の養成校教員による巡回指導

をどのように捉えているか調査した。その結

果、学生が実習への不安を解消するために、

現場での実践にすぐ活かせるような保育実技

に関する事前指導の充実を求めていることが

わかった。巡回指導については、学生の不安

解消や助言によるその後の実習への意欲向上

に繋がっていた。 

 

山路千華、善本眞弓、坪井瞳 
 保育者養成校（４年制大学）から実習園に

依頼する教育実習（幼稚園）の評価票につい

て調査・分析した。９大学の評価表の内容は

18項目に分類され、「資質」「実践の基礎能力」

「子ども・発達理解」「計画立案・実践力」の

４グループにまとめられた。さらに、各養成

校で重視している内容を検討し、「資質重視

型」「実践基礎能力重視型」「バランス型」「計

画立案・実践力十重視型」の４つのモデルが

抽出された。各大学の実習生への期待の内容

が異なることが明らかになった。 
 
善本眞弓、山路千華、坪井瞳 
 関東圏内認可保育所 10 園の園長または実

習担当者に養成校の実習巡回指導について半

構造化面接を実施した。実習園では学生の困

難な不安を聴取し、それを実習園に伝える仲

介を求めていることが明らかになった。巡回

担当教員は学生と面識があり学生のことを把

握していること、巡回時には対面し話を聞く

ことが必要である。巡回時には①園側の評価

を聴取→②学生と面談→③学生の様子を園に

伝えるという一連の流れを提案することがで

きた。 
 
山路千華、善本眞弓、坪井瞳 
 幼稚園教諭養成課程をもつ４年制大学にお

ける実習依頼園（幼稚園・認定こども園）を対象

に、養成校の実習指導および実習巡回につい

て半構造面接を実施した。実習生には明るさや

挨拶などの基本的姿勢と同時に「質問生成力の

養成」が望まれ、子どもとの関わり、子ども理解・

発達理解、日誌の記載、指導案立案等の実習
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２３．「実習記録の分析-４年制

大学の保育実習に着目して」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24「幼稚園実習における効果的

な実習指導のあり方Ⅳ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動報告】 

・「神奈川県立子ども医療セン

ターにおける病児の遊び支援

活動」 

 

 

 

 

・病児と家族へのおもちゃと

遊びの支援活動 

 

 

 

 

 

【その他】 

・「赤ちゃんからお年寄りまで楽

しめるおもちゃ グッド・トイで遊

ぼう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

単独 

 

 
 
 
 
 
 
単独 
 
 
 
 
 
 
単独 
 

 

 

 

 

 

単独 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 

３月1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 

５月16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年 

10月10日 

 

 

 

 

 

 

平成21年3月

20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年5月

15日 

 

 

 
 
 
 
 
 
日本保育者養成教育学会 

第 4 回研究大会（福山市立

大学）開催なし発表認定 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
日本保育学会第73回大会 

（奈良教育大学）開催なし発

表認定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
内閣府・神奈川県官民連

携子育て支援フォーラム

全国リレーシンポジウム

神奈川県大会分科会「地域

における子育て支援」発表 

 
 
第４回公開セミナー「病児

と遊びとおもちゃケア」

（国立成育医療センター） 
 

 

 

 

 

「おさなご vol.280」 

長野県私立幼稚園協会編

長野県民新聞社 

に必要な要素が求められている。実習園と養成

校が実習生の育ちの視点を共有するために養

成校の教員はより実習園に学生の育ちを伝え、

連携すること、具体的な方法論・理論化・構造化

して伝える必要がある 
 
善本眞弓、小山朝子、首藤久枝、坪井瞳 

 関東圏内保育者養成課程のある４年制大学

10 校の保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ（保育所実習）

の実習日誌について、事前・実習中・事後にお

ける記録の内容について比較・分析した。 

①事前記録：実習園の理解、実習への準備、②

実習中の記録：目標・目的、子ども・保育を見る

視点、指導者からのコメントによる省察、③事後

記録：振り返り、講評、次期への課題設定の契

機、などの意味が見出せた。②の記録形式に

ついては「時系列型」「エピソード型」の他、「ド

キュメンテーション型」も見られ、柔軟に対応で

きるよう、養成校の指導を検討していく必要があ

る。 
 
山路千華、吉田久実、善本眞弓 
 保育者養成校（４年制大学）８校の教育実

習（幼稚園）の実習日誌の構成と内容（表紙、

実習前、実習中、事後、実習先への提出書類）

の五種について分析した。全ての大学におい

て実習前後より実習中に記入する内容・項目

が多く、養成校および実習園から実習の内容

について判断されるものであることから、記

録の仕方について事前の教示の必要性が改め

て明らかになった。記載項目は共通するもの

が多いが、独自の項目も見られ、実習に対す

る養成校独自の期待が込められているもので

あることが示唆された。 
 

神奈川県立こども医療センターの外来プレイ

コーナーおよび病棟プレイコーナーにおける

「おもちゃの広場」（長期入院児、通院児と家

族に対する遊び支援活動）についての活動報

告を行うとともに、病児にとって遊びの必要

性と意義、家族支援について発表した。 

 

神奈川県立こども医療センターの外来プレイ

コーナーおよび病棟プレイコーナーの「おも

ちゃの広場」についての活動報告を行うとと

もに、病児との遊びの際に必要な配慮事項、

安全・衛生に関する配慮事項、有効な玩具に

ついて発表した。 

 

pp.23-26 

赤ちゃんからお年寄りまで楽しめるおもち

ゃ、人と人とのコミュニケーションが豊かに

なるようなおもちゃの魅力や厳選グッド・ト

イ紹介。 
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・「低年齢児のおもちゃと遊び 

  -表現の基礎を育む」 

 

 

 

 

 

 

 

・「おもちゃコンサルタント養成

講座」 

・「木のおもちゃであそぼう！」 

 

 

 

・「時代を反映する子どものまま

ごと遊びと保育者の役割」 

 

 

・月刊保育雑誌「保育とカリキュ

ラム」連載 

 

・「子どもの成長を育むおもちゃ

と遊び」 

 

 

【取材協力】 

・専門誌取材協力 

 

 

 

 

 

・子育て雑誌取材協力 

 

 

 

・取材協力 

 

 

【シンポジウム】 

・「親から頼りにされる保育者の

子育ち支援」シンポジスト 

 

・自主シンポジウム「保育の質を

高める『おもちゃ』の力−子ども

の遊びを育む玩具の環境・援

助」 

 

 

・自主シンポジウム「０・1・2・歳

児の遊び・おもちゃ環境-低年

 
 
単独 

 
 
 
 
 
 
 
 
単独 
 
単独 
 
 
 
単独 
 
 
 
単独 
 
 
単独 
 
 
 
 
単独 
 
 
 
 
単独 
 
 
単独 
 
 
共同 
 
 
共同 
 
 
 
 

 

 

平成26年7月

23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 11

月１日 

平成27年5月

17日 

 

 

平成28年7月

23日 

 

 

平成30年4月

〜令和 4 年 3

月 

 

令和２年 

9月1日 

 

 

 

平成22年3月

10日 

 

 

 

平成 23 年 11

月15日 

 

令和元年 

11月29日 

 

平成 24 年 11

月23日 

 

平成28年5月

8日 

 

 

 

平成29年 

 

 

芸術教育2014 Vol.93 

芸術教育研究所 

 

 
 
 
 
 
 

 

「孫の力」第20号,木楽舎 
 
「おさなご vol.281」 

長野県私立幼稚園協会編

長野県民新聞社 

 

芸術教育2014 Vol.95 

芸術教育研究所 

 

 

ひかりのくに「保育とカリキ

ュラム」『0・1・２歳児の手作り

おもちゃ』 

 

診断と治療社「チャイルド・

ヘルス」vol.23No.9 

 

 

「おもちゃで遊ぼう 2010 

vol.13」NPO 法人日本グッ

ド・トイ委員会 

 
 
 

「AERA with Baby2011 12月

号」朝日新聞社 

 

中日新聞10版朝刊 p.22 

 

 

芸術教育研究所研究交流

会・出版記念シンポジウム 
 

日本保育学会第 69 回大会

（東京学芸大学） 

 
 
 

pp.30-32 

地域子育て支援活動の一環として行っている

「おもちゃの広場」における、発達、安全性、

衛生管理、コミュニケーションの促進など、

おもちゃへの配慮を述べるとともに、子ども

の行為•遊びの要素とおもちゃの種類を一覧

表にまとめた。さらに、おもちゃの広場にお

ける子どものおもちゃとのかかわりから、発

達との関連を紹介し、子どもの自発的なおも

ちゃとのかかわりが表現することの基礎を育

むことにつながることを述べた。 

 

p.130 乳幼児期の遊びの大切さと乳幼児期に

適した玩具を紹介。 

pp.23-26 

乳幼児の五感にはたらきかけるやさしい刺激

となる木製のおもちゃの魅力について解説

し、国産の木材で作られた玩具を紹介した。 

 

pp.12−14 

現代のままごと遊びの様相と、豊かな遊びを

支える保育者のかかわり、環境についてを提

言した。 

 

低年齢児の発達を考慮した手作りおもちゃの制

作・取材・写真撮影をし、保育者の援助や留意

事項等の原稿執筆を担当。（計48作品） 

 

pp.52-53 

子どもの育つ環境における現代社会の課題に

ついて述べ、子どもの成長を育む玩具と遊び、

「グッド・トイ」の意義・基準・活用の場等につい

て解説した。 

 

pp.20−21「子どもたちに玩具と笑顔を届けた

い！日本グッド・トイ委員会の病児支援事業

紹介 report2」に神奈川県立こども医療セン

ターにおける病児と家族を支援する玩具と遊

びの活動を紹介。 

 

pp.100−107「細かい手仕事ぬくもり安心 メ

イド・インニッポンのおもちゃ」に低年齢児

向けおもちゃを紹介・解説。 

 

「成長に合わせ新しい教務」の記事について、

子どもがおもちゃで遊ぶことによる意義につい

て記事として掲載される。 

 

「親から頼りにされる保育者の子育ち支援につ

いて」の子育て広場での実践についての発表

および質疑応答。 

 

保育所における子どもの遊びを豊かにするお

もちゃ環境や援助および保育の質を高め、遊

びを育むおもちゃの力について考える自主シ

ンポジウムを企画し、司会を務める。 

 

企画・開催・司会進行を務める。 

話題提供者:石井今日子・鈴木真理 
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齢児の遊びを育むおもちゃ・環

境・援助」 

 
・自主シンポジウム「木育・木製

玩具が保育にもたらすもの」 

 

・自主シンポジウム「配慮を必要

とする子どもの保育・玩具・遊

び」 

 

・自主シンポジウム「コロナ禍に

おける子どもの育ちを保障する

遊び・おもちゃ」 

共同 
 
 
 
共同 
 
 
共同 
 
 
共同 

5月20日 

 

 

平成30年 

5月13日 

 

 

令和元年 

5月4日 

 

令和3年 

5月16日 

日本保育学会第70回大会 

（川崎医療福祉大学） 

 
 

日本保育学会第71回大会 

（宮城学院女子大学） 

 

日本保育学会第72回大会 

（大妻女子大学） 

 

 

日本保育学会第74回大会 

オンライン開催 

指定討論者：多田千尋 

 

企画・開催・司会進行を務める。 

話題提供者:池谷善郎・菊地三奈・前野健 

指定討論者：多田千尋 

 

企画・開催・司会進行を務める。 

話題提供者:両角美枝、安田伸枝 

指定討論者：多田千尋 

 

企画・開催・司会進行を務める。 

話題提供者:菊地三奈、岡田真弓 

指定討論者：石井今日子 


